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　９月は高齢者福祉月間です。本格的な高齢社会を迎えた今日、高齢者自らが生きがいを
もち、健康で安心して生活できる長寿社会をつくるために、村民一人一人が高齢者の問題
を自分自身のものとして身近に理解し、適切な役割を果たしていくことが必要です。
　このような趣旨のもと、毎年９月に山村開発センターにおいて社会福祉大会が開催され
ておりましたが、今年は新型コロナウイルス感染症対策のため中止となり、福祉功労者の
表彰式のみが９月24日に役場村長室にて行われました。

　式典は午前1０時００分から開会し、主催者を代表して、車谷村長より、福祉功労者の
皆様に対して｢日頃から、福祉の向上にご尽力戴いておりますことに感謝申し上げます｣と
の感謝の言葉と表彰状・記念品の贈呈がありました。
　表彰を受けられた方は次のとおりです。

福祉功労者表彰式

天川村社会福祉協議会
福本　由起子 さん

天川村老人クラブ連合会
大前　房雄 さん

天川村老人クラブ連合会
澤村　貞一 さん
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　受賞された皆様、おめでとうございます。
　今年は残念ながら社会福祉大会は中止となりましたが、一日も早くコロナ禍が終息し、
来年こそは無事に開催できることを願ってやみません。その時、皆さんが元気にご参加下
さることをお待ちしております。

天川村老人クラブ連合会
中西　愛司 さん

天川村老人クラブ連合会
森本　靖順 さん

ボランティアこまどり
皿谷　絢子 さん

ボランティアやすらぎ
辰巳　榮之助 さん

天川村老人クラブ連合会
青木　光代 さん
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　令和２年度天川村森林塾が９月12日（土）から開催されました。今年度の森林塾は８名

の受講生があり林業の基本である伐倒技術の習得に特化した講習会を行います。

　初日はオリエンテーションと座学、現場での研修を行いました。座学では林業における

事故防止のための講義でした。仕事に慣れたプロでも命を落としかねない危険な作業だと

言うことを、事故動画を見ながら研修を受けました。午後は水谷村有林の現場に出てロー

プワークや間伐の際の選木の考え方等をお聞きしました。滑車や緊張器を使いながら安全

に伐倒を行うロープの張り方等、タイムトライアルを行いながら、素早く安全に実施する

方法を体感しました。

　９月13日（日）は伐倒に一番活躍するチェーンソーのメンテナンスを行いました。各自

が持ち込んだチェーンソーの整備を行いながら、整備の基本を習いました。日常的に行う

点検や夏と冬のキャブの設定。スチールとハスクバーナーの整備の違いなどプロの整備の

研修を受けました。午後からは、チェーンソーの目立てについて、梶谷先生自作の木製の

チェーンソー刃を用いて、木が切れていく仕組みや歯が一番仕事する場所、デプスの見方

や有効なヤスリのかけ方を丁寧に教わりました。チェーンソーの仕組みが分かれば、どう

すれば有効な角度で歯砥ぎが出来るのかがわかります。集中力と正確な動作をしなければ

ならない目立て作業に苦戦しながらも先生に指導頂きながら、一様に刃を仕立てあげること

ができました。塾生各々が仕立て上げた刃の切れ味を丸太の試し切りし、歯砥ぎの大切さ

を実感しました。

令和２年度天川村森林塾

～伐倒技術実践１日目～

～伐倒技術実践２日目～
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　９月26日（土）は天候が悪かったため、室内で丸太を固定して受け口の作り方を徹底的に

研修しました。10ｍ先に目標物を設置し、塾生の作った受け口の方向が目標物に向かって

いるか、受け口の上嘴縁と下嘴縁の会合が正確か、会合線は真直ぐ目標に向かっているか、

角度や深さは丸太の太さに対して適正に作れているか、切るときの姿勢や足の置き方はで

きているか（チェーンソーに顔を近づけてしまいがち）等基本に忠実にチェーンソーの扱

い方を教わりました。伐倒における事故を防ぐには狙いを定めた方向に如何に正確に倒せ

るかにかかっています。塾生が作った受け口を細かく評価し、課題となるポイントを指摘

しながら何度も繰り返し練習しました。翌日はいよいよ現場で実際に伐倒を行います。

　	

　９月27日（日）は水谷村有林で実際に杉の伐倒を行いました。実際の現場は足場の悪い

急な斜面です。スムーズに退避が行える様、周辺の整理から始めます。予習はしてきまし

たが、いざチェーンソーを構えると、思うようにいかない。切る方向に集中しすぎて、木

が動き始めているのにまだ切っていたり、おっかなびっくりの伐倒でした。それでも実際

に緊張感の中で伐倒した感触は有意義な経験になったと思います。切株は仕事の証、残っ

た「つる」で伐倒の技術と正確性が判断できます。伐倒毎に評価を受けました。最後は全

員で倒した杉の玉切りと枝払いを行いました。玉切り作業も上下から切りつなぐ正確さ、

作業位置や切る前の安全確認等々、ちょっとした作業でも、いろいろな状況を確認しなが

ら行わなければならない難しさを垣間見たことだと思います。安全な森林作業への道のり

はまだまだ遠いです。

～伐倒技術実践３日目～

～伐倒技術実践４日目～
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　任期満了による天川村議会議員選挙が11月24日に告示され、11月29日に投票が
行われます。私たちの意見を村政に反映させる大切な選挙です。よく考えて、棄権
することなく一票を投じてください。

■ 投　票　所

■ 期 日 前 投 票
　仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭で11月29日に投票に行けない方は期日前投票が
できます。
◇　期　間 ： 11月25日（水）から11月28日（土）まで
◇　場　所 ： 天川村役場（玄関ホール）

■ 郵便による不在者投票
　介護保険の被保険者証に要介護５と記載のある方、または重度の身体障害者で法
の規定に該当する方は、郵便による不在者投票ができます。
　この場合には、選挙期日の４日前（11月25日）が投票用紙等の請求締切日となって
います。なお、郵便による不在者投票をする場合には、選挙管理委員会が発行する郵便
投票証明書が必要です。詳しくは、天川村選挙管理委員会までお問い合わせください。

■ 開　票

投票所名 場　　　所 対 象 地 区
第１投票所 洞川地区公民館（大会議室） 洞川
第２投票所 天川村山村開発センター（大ホール） 北角～沖金
第３投票所 中谷地区集会所 中谷～沢原
第４投票所 ほほえみポート天川（玄関ホール） 五色～坪内
第５投票所 栃尾生活改善センター 九尾～和田
第６投票所 庵住・籠山地区老人憩の家 籠山～山西
第７投票所 広瀬地区老人憩いの家 広瀬
第８投票所 塩野地区集会所 塩野

開　票　日　時 令和２年11月29日（日） 午後７時30分より
開　票　場　所 天川村山村開発センター（大ホール）

新型コロナウイルス感染症対策のため、投票所（期日前投票所）へ行くときは、
マスクを着用してください。

投票日　11月29日（日）午前7時～午後6時
　　　　みんなそろって投票しましょう

天川村議会議員選挙
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　11月30日（いいみらい）は、年金の日です。年金記録や将来の年金受給見込額を確認
し、未来の生活設計について考えてみませんか。「ねんきんネット」はインターネットを
通じてご自身の年金の情報を手軽に確認できるサービスです。
【ねんきんネットでできること】
　①ご自身の年金記録や将来受け取る年金見込額の確認
　②電子版「ねんきん定期便」の閲覧
　③受給に関する通知書の確認
　④各種通知書や国民年金保険料控除証明書などの再交付申請など
　�「ねんきんネット」について詳しくは、日本年金機構のホームページでご確認いただく
か、大和高田年金事務所（☎0745-22-3531）にお問い合わせください。

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納
めた場合と同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減さ
れます。
　控除の対象となるのは、令和２年１月から令和２年12月までに納められた保険料の全
額です。過去の年度分や追納された保険料も含まれます。また、ご自身の保険料だけでは
なく、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合、そ
の保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、本年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、
年末調整や確定申告を行うときに、保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要と
なります。
　このため、令和２年１月１日から令和２年９月30日までの間に国民年金保険料を納付
された人には、11月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書」が送付されますので、申告書の提出の際には、必ずこの証明書または領収証書を添付
してください。（令和２年10月１日から12月31日までの間に、今年初めて国民年金保険
料を納められた人には、翌年の２月上旬に送付されます。）
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん病気や不慮の事故で障害を負ったとき
など、万が一のときにも心強い味方となる制度です。
　保険料は、納め忘れのないようキチンと納めましょう。

■住民課　国民年金係　☎６３－０３２１（内線　１６５）

11月は「ねんきん月間」、11月30日は「年金の日」です！

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！
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　今年は、春から新型コロナウイルス感染症拡大防止により、社会教育活動を自粛しており
ましたが、10月より感染予防対策を充分とりながら、本格的に事業を実施しております。
　着物リメイク教室は、山村開発センターにおい
て10月３回実施するなかで「チュニック丈のベス
ト・手提げかばん」を製作していきます。受講者
８名の中には昨年参加された方もおり、手慣れた
様子で型紙を切ったり、布を裁断したり作業もス
ムーズで、講師の谷口先生にも熱心にご指導いた
だきました。11月は、ふるさとセンターつどいに
おいて、リメイク教室を開催致します。
　また健康フラダンス教室は、山村開発センター大ホールにおいて10月14日から３回に
わたり開催、15名の参加をいただきました。
　フラダンスはダイエット効果だけでなく、リラックス効果や姿勢改善、生活習慣病や認
知症の予防にも非常に効果があり、高齢者施設でのリハビリにも取り入れられているそう
です。
　動きもゆっくりなので、高齢者の方でも無理なく気軽に楽しめます。
　フラダンスの基礎的な動きをマスターした後、みなさんパウスカートをはきハワイアン
ミュージックにのせて、フラダンスらしく踊っていただきました。
　最初は、慣れない動作にぎこちなかった方も、集中してレッスンを受けることで、動き
もなめらかになり、90分間があっという間のようでした。
　今年はコロナ禍で、体を動かす機会も例年に比べ少ない状況ですが、フラダンスにより
体を動かしている間は、心も体もリフレッシュしてもらえたのではないでしょうか。

社会教育事業
着物リメイク教室・健康フラダンス教室始まりました。
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タブレットPCを活用して「情報活用能力」を育成
　９月下旬、天川小中学校の児童生徒全員に届けた １人１台のタブレットPCと授業を担当する先生
方の１人１台のタブレットPCを活用し、未来を生きる子どもたちの「情報活用能力育成」をめざし
た取組が始まりました。
　情報活用能力は、「学習の基盤となる資質・能力」の１つと
位置付けられた力で、いろいろな教科や活動の中で身に付ける
ものである。具体的には、予測困難なこれからの社会におい
て、「子どもたち自身で問題を解決したり、そもそもどのよう
な問題があるのか発見したり、それらに対する自分の考えを持
ったりする」ということを目的とした「情報そのものやICTをは
じめとする情報技術を活用する力」である。（文部科学省学習
指導要領の内容を解説）
　10月末には、初めて家庭に持ち帰り、インターネットに接続したり宿題に取り組んだりもしました。

保健体育の研究授業【タブレット端末で、技の動きを撮影、すぐ再生、確認・アドバイス】

先生方の研究協議もタブレットPCが活躍
低学年も楽しく「プログラミング」に挑戦

理科の授業【実験を撮影して、それを貼り付けてレポート作成】

タブレットPCを使
えば、文字や図、写
真等で自分の「学習
の足あと」や「成
長」を残したり振り
返ったりすることが
簡単にできます。
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　天川村では、65歳以上の人、また60～64歳の特定疾患を持つ人のインフルエンザ予防接種につい
て、接種費用の一部を公費負担させていただいております。
　対象となり、接種を希望される人は、是非この制度をご利用ください。（入院先・入所施設先での
接種にもご利用いただくことができます。）
　　公費助成対象　：　天川村に住民票がある65歳以上の人、また60～64歳の特定疾患を持つ人
　　公費負担金額　：　お１人につき　２０００円（生活保護世帯は全額公費負担となります。）
　　　　　　　　　　　医療機関では、接種費用から２０００円引いた金額をお支払い下さい。
　　　　　　　　　　　※　課税・非課税世帯の料金の区別はありませんので、ご了承下さい。
　　お 申 込 み　：　医療機関宛の文書が必要ですので、接種前に下記までお申し出ください。

　子宮頸部がん検診を下記の日程で実施します。受診を申し込まれた方は、後日個別にご案内を郵送
いたしますので、注意事項をよくご確認のうえ忘れずに受診ください。
《注意》新型コロナウイルス感染症の状況により、実施を中止する場合
　　　　があります。中止する場合は、事前に案内いたします。

　お子様のしつけや発達などについて、臨床心理士の先生との個別相談会を開催します。
　相談は無料で、臨床心理士との個別相談となっておりますので、予約制です。また、定員に達し次
第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

日　程 11月12日（木）

会　場 村内４か所（検診バスで村内を巡回します）

個人負担金 １０００円

子宮頸部がん検診のお知らせ

発達相談のご案内

高齢者インフルエンザ予防接種公費助成に関するお知らせ

保 健 事 業 の お 知 ら せ

日　　程 会　　場

11月13日（金） ほほえみポート天川

天川村国保診療所で接種される場合
　天川村国保診療所での接種を希望される場合、対象の人に
つきましては２０００円分差し引いた金額でのご案内となって
おりますので、上記手続きは必要ありません。

村外の医療機関で接種される場合
　医療機関宛の文書が必要となりますので、接種当日までに
下記までお申し出ください。
　　ほほえみポート天川　保健師（☎：６３－９１１０）
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国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　11月の予定表

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日（文化の日）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（水曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 1 日 

 2 月 診　　察   燃　焼

 3 火 

 4 水  診察（西尾医師）  資源１

 5 木 診　　察 検 査 日  不　燃

 6 金 診　　察   燃　焼

 7 土 

 8 日 

 9 月 診　　察 休　　診  燃　焼

 10 火 診　　察 検 査 日  資源１

 11 水  診察（西尾医師）  

 12 木 診　　察 検 査 日 子宮がん検診 資源２

 13 金 診　　察   燃　焼

 14 土  

 15 日  

＊　医師不在時は投薬できません。薬の切れる方は早めに受診して下さい。
＊　水曜午前の診察は整形外科専門診療です。
＊　診察を受けずに投薬はできません。
＊　エコバッグをご持参ください。
＊　インフルエンザ予防接種実施日の診察は、休診となりますので、ご了承ください。

粗　大
（予約）

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10：35〜

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

整形外科
（松村医師）

整形外科
（松村医師）

インフルエンザ
予防接種

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10：35〜
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日（勤労感謝の日）

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　11月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（水曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 月 診　　察   燃　焼

 17 火 診　　察 検 査 日  資源１

 18 水  診察（西尾医師）  

 19 木 診　　察 検 査 日  不　燃

 20 金 診　　察   燃　焼

 21 土 

 22 日 

 23 月  

 24 火 診　　察 検 査 日  燃　焼

 25 水  診察（西尾医師）  資源１

 26 木 診　　察 検 査 日  資源２

 27 金 診　　察   燃　焼

 28 土  

 29 日  

 30 月 診　　察   燃　焼

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10：35〜

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10：35〜

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

整形外科
（松村医師）

整形外科
（松村医師）

見える所に貼り、ご活用下さい。

粗　大
（予約）
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★咳エチケット★
①咳がでたら、他の人にうつさないためにマスクを着用しましょう。
②�マスクをもっていない場合には、ティッシュなどで鼻と口を覆い、他の人から顔をそむけて
１ｍ以上離れましょう。
③鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにごみ箱に捨てましょう。
④咳をしている人にマスクの着用をお願いしましょう。

　気温の変化が激しく、乾燥する冬にはインフルエンザに限らず、風邪や感染性胃腸炎などの病気が
流行しやすい季節です。

感染予防をして、自分自身の健康を守りましょう。
　●手洗い
　●せきをしている人には近づかない（２ｍ程度以上あける）
　●不要不急の外出は避ける、人込みや繁華街になるべく近寄らない

　又万が一かかってしまった場合でも、感染者自身の心遣いが、流行の拡大を防ぎます。
　是非咳エチケットを実行して下さい。ご協力よろしくお願いします。

�

 ～感染症を疑う症状がある場合～
　●�診療所へ受診される場合は、必ず受診前に診療所受付へご連絡いただき、指示に従い受診してく

ださい。その際は、感染予防のため必ずマスクを着用してください。

＊新型コロナウイルスの集団感染を防ぐために＊

　○３つの「密」を避けましょう。
　①　換気の悪い密閉空間　⇒×
　②　多数が集まる密集場所　⇒×　
　③　間近で会話や発声をする密接場面　⇒×

 ～新型コロナウイルス感染症の相談窓口～
　●新型コロナウイルス感染症に関することは専用の相談窓口にご相談ください。

３つの条件が
そろう場所が集団感染の

危険性が高く
なります！！

専 用 窓 口 電 話 番 号 対 応 時 間

奈 良 県 庁 ０７４２－２７－８５６１ 平日・土日祝�　８：３０～１７：１５

吉野保健所 ０７４７－５２－０５５１ 平日　　　　�　８：３０～１７：１５

感染症にご注意を！！

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110
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　令和２年９月17日に国土交通省近畿地方整備局・局長室にて溝口近畿地方整備局長、植田道路部長
に対して国道309号線・主要地方道高野天川線の改良整備早期実現のための要望活動を行いました。
本村が置かれている状況の説明し、本要望が夏季繁忙期の道路渋滞の解消、住民の利便性向上のため
には不可欠なものであることを理解いただき、価値ある要望活動となりました。

　令和２年９月12日、13日に橿原公苑陸上競技場で第68回奈良県中学校学年別対校陸上競技大会が
開催されました。この大会は新人戦に位置付けられ、奈良県内の中学１～３年生総勢85校の男女約
1300人が参加しました。その中で天川村在住の『堀口涼愛』さん（智辯学園中学校）が女子２年走幅
跳の競技で優勝しました。記録は５ｍ18。
　試合を振り返り堀口涼愛さんは、「週に３回の練習で幅跳びピットもない中、たくさんの方々に支
えてもらって練習を行っています。その方々に感謝すると共にこれからもたくさんの基礎練習を重ね
記録を伸ばせるように頑張ります。」と日々の努力と支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを語って
いました。おめでとうございます。これからもさらなる記録更新目指して頑張って下さい。

女子２年　走幅跳　決勝総合結果

順位 記録

１ ５ｍ１８
２ ５ｍ０３
３ ４ｍ８７

近畿地方整備局への要望活動について

第68回　奈良県中学校学年別対校陸上競技大会

溝口局長への説明を行う車谷村長 溝口局長（右）へ要望書を手渡しする車谷村長（左）
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　秋の火災予防週間は11月９日、「119番の日」を起点とし、本
年度は「その火事を防ぐあなたに　金メダル」を標語に11月９日
（月）～16日（日）に実施されます。
　これから冬場にかけて空気が乾燥し、火災が発生しやすい時期
となります。また、今年は新型コロナウイルス感染症対策のた
め、アルコール消毒液の使用頻度が増えています。たいへん引火
しやすいほか、その気化水蒸気は空気よりも重いため、部屋の底
にたまりやすくなっています。思わぬ事故にならないようその特
性を理解し、ストーブ等、暖房機器を使用する際には十分にお気
を付けください。

防災 てんかわ
第94回
◆ 秋の火災予防週間 ◆
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グラウンドゴルフ大会
　９月17日（木）下市町・黒滝村・天川村の三町村による交流グラウンドゴルフ大会が
下市町中央公園グラウンドで開催されました。天川村からの参加者は16名で、三町村か
ら総勢119名が参加し、優勝を目指して競い合いました。大会は、男女別に１位から５位
までを表彰し、その他にも10位単位で表彰される「飛び賞」や「ホールインワン賞」な
ど様々な賞が贈られました。今年は、新型コロナウイルス感染症の影響で練習ができない
中、また当日は、途中で雨に降られ濡れながらのプレーとなりましたが、上位入賞をめざ
して楽しみながら三町村の交流を深めました。参加されました皆様、お疲れ様でした。

　令和２年９月25日（金）財産区定例会において、
増谷英樹氏が洞川財産区新議長として就任されま
した。
　増谷議長におかれましては、洞川財産区の益々
の発展と議会運営にご尽力いただきますようお願
いします。

男 性 の 部 女 性 の 部
順　位 氏　名 （市町村名） スコア 順　位 氏　名 （市町村名） スコア
１位 安井　　健（下市町） ５１ １位 堀井スミ子（天川村） ５６
２位 林谷　勝征（天川村） ５３ ２位 貝本　三恵（下市町） ５７
３位 嶋田　勇次（下市町） ５３ ３位 藤村　和子（下市町） ５８
４位 水本　泰宏（下市町） ５６ ４位 林　　茂子（下市町） ６０
５位 宮坂　政治（下市町） ５６ ５位 森本　和恵（天川村） ６２

第13回三町村（下市町・黒滝村・天川村）交流

洞川財産区新議長就任

開　会　式 表　彰　式
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天川村地域おこし協力隊だより　㊻

　こんにちは、地域おこし協力隊�西友担当の小野田です。
　東京から天川村に来て約二ヶ月が経ちました。
　この二ヶ月間、天川で過ごしていた幼少期を覚えていてくれた方、同じ幼稚園に通ってい
た同級生と出会えたことが嬉しかったです。
　今勤務させていただいている西友では、はじめてのお盆も経験させていただき本当に忙し
い毎日を過ごしていました。
　最近少しずつですがお店にも慣れ、お客様も落ち着きやっと今後の西友運営について、自
身の活動について考える時間が作れるようになりました。
　そして改めて移住前の生活を考えてみると、東京での生活はただただ消費していただけの
生活だったことに気がつきました。
　天川村では色々な物が簡単に手に入らない分、生活していていく中で目の前にあるものと
地域との関わりに興味が湧き、農家の皆様が作った野菜を食べているだけで繋がりを感じる
ことが多くなりました。
　また、食材を通じて人と出会い話せることが楽しく充実した日々を過ごしています。
　移住してまもない頃は目の前に立っている木が“ただの木”だったものが、皆様との交流を
通じて、朴の葉寿司の朴の木、栗、栃の木などたくさんの事を教えていただき、植物のことに
限らず今後生活する時にアドバイスを聞ける先生が身近にいることが心強く感じています。
　今後もっといろんなことに興味を持ち、知ることがまだまだたくさんあることにワクワク
しています。
　まだ天川村の事を多く知らない新米ですが、今後ともご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお
願いいたします。
　皆様とこれから多くの交流をもてることを楽しみにしております。

<天川幼稚園 天川小中学校合同運動会の自治体放送について>
　こんにちは。地域おこし協力隊の中山卓巳です。先日開催された合同運動会を安大、下西
の３人で撮影させていただきました。
　今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、観覧制限がかかる中“多くの方に見て
いただきたい”という思いから自治体放送での放送をさせていただくこととなりました。
　ご協力いただきました関係者各位、保護者様、誠にありがとうございました。
　撮影時はご不便とご迷惑をお掛けしたのではないかと存じます。新型コロナウイルスの影
響下での開催となった運動会でしたが、それ故に特別な運動会になったと感じており、撮影
という形で参加させていただけたことをとても嬉しく思います。

　撮影させていただいた映像は、11月上旬放送を目処に現在編集作業を行なっておりま
す。お待たせして申し訳ございませんが、もうしばらくお待ちいただければ幸いです。
　放送日時が確定次第、無線放送及び自治体放送でも告知させていただきますので、何卒よ
ろしくお願いいたします。



お し ら せ

18

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

11
月
10
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

（
内
科
部
会
）

　

11
月
25
日
（
水
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
々
経
科
部
会
）

　

11
月
27
日
（
金
）

　

午
後
３
時
～
午
後
４
時

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

�

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退
共
）
制
度

は
、
中
小
企
業
の
事
業
主
が
、
従
業
員
の
退

職
金
を
計
画
的
に
準
備
で
き
る
国
の
退
職
金

制
度
で
す
。
企
業
の
魅
力
づ
く
り
、
仕
事
へ

の
意
欲
づ
く
り
に
中
退
共
制
度
に
加
入
し
ま

せ
ん
か
？

制
度
の
特
色

▼
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

▼�

掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数
料
も
か
か

り
ま
せ
ん
。

▼
社
外
積
立
型
で
管
理
が
簡
単
で
す
。

▼�
従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算

額
を
事
業
主
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼�

家
族
従
業
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
加
入

で
き
ま
す
。

▼�

他
の
退
職
金
・
企
業
年
金
制
度
等
と
の
間

で
、
積
立
資
産
を
持
ち
運
び
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

お
問
合
わ
せ

　

詳
し
く
は
中
退
共
で
検
索
し
て
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３
︱
６
９
０
７
︱
１
２
３
４

　

１
人
で
も
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
も
含
ま
れ
ま
す
）
を
雇
っ
た
場
合
、
事
業

主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務
上
の
事
由

ま
た
は
通
勤
が
原
因
で
負
傷
し
た
場
合
、
病

気
に
な
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
不
幸
に
も
死

亡
さ
れ
た
場
合
に
被
災
労
働
者
や
遺
族
の
方

に
必
要
な
保
険
給
付
や
事
業
主
助
成
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

雇
用
保
険
は
、
失
業
し
た
場
合
や
雇
用
の

継
続
が
困
難
と
な
る
場
合
等
に
対
し
て
保
険

給
付
や
事
業
主
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

事
業
主
の
方
は
、
従
業
員
の
方
が
安
心
し

て
働
け
る
よ
う
、
忘
れ
ず
加
入
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

電
子
申
請
で
の
手
続
き
。
口
座
振
替
納
付
が

便
利
。
24
時
間
、
３
６
５
日
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ
！

お
問
合
せ
先

　

労
働
基
準
監
督
署

　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

　

奈
良
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　

あ
な
た
の
身
の
回
り
で
、
こ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
交
通
事
故
、
傷
害
、
窃

盗
、
詐
欺
等
の
被
害
に
遭
っ
た
の
に
、
あ
る

い
は
、
犯
罪
を
告
訴
・
告
発
し
た
の
に
、
検

察
官
が
犯
人
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
！

そ
ん
な
時
は
、
検
察
審
査
会
事
務
局
に
申
し

立
て
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
国
民

の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審

査
員
が
、
検
察
官
が
被
疑
者
（
犯
罪
の
嫌
疑

を
受
け
て
い
る
人
）
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ

た
不
起
訴
処
分
の
良
し
悪
し
を
審
査
す
る
機

関
で
す
。

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
必
要

　

審
査
を
し
た
結
果
、
更
に
詳
し
く
捜
査
す

べ
き
で
あ
る
（
不
起
訴
不
当
）
と
か
、
起
訴

を
す
べ
き
で
あ
る
（
起
訴
相
当
）
と
い
う
議

決
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
検
察
官
は
、
事
件

を
再
検
討
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、

裁
判
に
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
事
件
を
、
裁
判

で
審
理
す
る
よ
う
に
請
求
で
き
る
公
的
機
関

で
、
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
人
や
犯
罪
を
告

訴
・
告
発
を
し
た
人
か
ら
の
申
し
立
て
を
受

け
て
審
査
を
始
め
ま
す
。

　

審
議
の
申
し
立
て
や
相
談
の
費
用
は
、
無

料
で
す
。
秘
密
も
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
葛
城
検
察
審
査
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　

〒
６
３
５
︱
８
５
０
２

　

大
和
高
田
市
大
中
１
０
１
︱
４

　

奈
良
地
方
裁
判
所
葛
城
支
部

　

�

葛
城
検
察
審
査
会
事
務
局
（
大
和
高
田
市

役
所
真
向
か
い
）

　

☎
０
７
４
５
︱
53
︱
１
０
１
２
（
代
表
）

　

国
際
連
合
は
、
昭
和
23
年
（
１
９
４
８

年
）
第
３
回
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
の
記
念
し
、
第
５
回
総
会
に
お
い
て

採
択
日
の
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー

（Hum
an�Rights�Day

）
」
と
定
め
る
と
と

も
に
、
加
盟
国
等
に
こ
れ
を
記
念
す
る
行
事

を
実
施
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
毎
年
、
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得
て
、

　
�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

中
小
企
業
の
退
職
金�

国
の
制
度

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

　

�

奈
良
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

�　
11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
」
で
す

　

�

検
察
審
査
会
を
ご
存
じ
で
す
か

　

�

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」
、

　
12
月
４
日
～
10
日
は
「
人
権
週
間
」
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火
災
・
救
急
は
１
１
９

付
い
て
い
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合　

下
市
消
防
署

　

http://www.naraksk119.jp/

日
に
ち　
令
和
２
年
12
月
12
日
（
土
）

場
所　
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

　

�

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條
地
域
事

務
所

　

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
３
７
８
９

担 

当
：
西
嶋
（
に
し
じ
ま
）
、
藤
原
（
ふ
じ

わ
ら
）
転
職
や
就
職
を
お
考
え
の
方
、
ご

存
じ
の
方
、
ま
ず
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

前
回
の
広
報
て
ん
か
わ
10
月
号
の
議
会
だ

よ
り
欄
に
て
、
記
述
の
間
違
い
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

22
ペ
ー
ジ

◇�

天
川
村
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
誤
）
山
西
寿
子
氏

（
正
）
西
山
寿
子
氏

「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

（
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
）
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚

の
た
め
の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
人
権
に
つ
い

て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

「
発
達
障
が
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本

で
は
ま
だ
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

医
学
界
で
は
「
神
経
発
達
症
」
と
呼
ば
れ
ま

す
。
障
が
い
で
は
く
、
個
性
の
延
長
で
あ
る

特
性
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
、
未
知
の
世
界
を
知
る
た
め

に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
た
り
触
っ
た
り
し

ま
す
。
そ
し
て
周
り
の
人
た
ち
と
か
か
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
赤
ち
ゃ
ん
側
の
か

か
わ
る
力
が
弱
か
っ
た
り
、
大
人
側
の
応
え

る
力
が
弱
い
と
、
世
界
は
未
知
の
ま
ま
と
な

り
ま
す
。
定
型
発
達
の
こ
ど
も
達
は
、
反
応

を
く
れ
る
ひ
と
に
強
く
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、
神
経
発
達
症
の
こ
ど
も
達
は

か
か
わ
る
力
が
弱
い
た
め
、
よ
く
変
化
す
る

ヒ
ト
に
は
不
安
や
恐
怖
が
強
く
な
り
、
い
つ

も
同
じ
で
安
心
で
き
る
モ
ノ
に
興
味
が
い
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
す
る
と
周
り
の
ヒ
ト
と

の
感
覚
が
共
有
さ
れ
に
く
い
た
め
、
平
均
化

さ
れ
ず
に
独
特
な
感
覚
の
ま
ま
成
長
し
た

り
、
社
会
の
捉
え
方
が
独
特
で
、
い
わ
ゆ
る

マ
イ
ワ
ー
ル
ド
に
な
り
や
す
く
、
孤
立
し
や

す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

定
型
発
達
と
の
境
目
に
な
る
Ｋ
Ｙ
（
空
気

が
読
め
な
い
）
と
呼
ば
れ
る
人
と
の
明
確
な

線
引
き
は
難
し
い
の
で
す
が
、
支
援
な
し
で

は
学
校
や
社
会
で
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
か

ど
う
か
が
一
つ
の
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

神
経
発
達
症
の
診
断
は
、
病
気
と
い
う
よ
り

は
、
適
切
な
支
援
を
受
け
る
た
め
の
通
行
手

形
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
も
ら
う
方
が
よ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

神
経
発
達
症
の
子
が
自
信
を
持
っ
て
社
会

と
関
わ
り
を
持
ち
続
け
、
安
心
で
き
る
居
場

所
を
持
て
る
た
め
に
は
周
囲
の
正
し
い
理
解

と
早
期
の
療
育
な
ど
本
人
・
家
族
へ
の
支
援

が
不
可
欠
で
す
。

奈
良
県
医
師
会

　

１
１
９
番
通
報
の
際
、
場
所
や
状
況
が
正

し
く
伝
え
ら
れ
な
い
た
め
に
被
害
が
拡
大

し
、
現
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
り
、

ま
た
１
１
９
番
通
報
の
遅
れ
が
大
惨
事
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
家

庭
の
電
話
口
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
緊
急

時
の
通
報
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
は
っ
て
お
け
ば
迅

速
・
的
確
な
１
１
９
番
通
報
が
行
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

☆
参
考
☆

①
火
事
・
救
急
は
１
１
９
番

②�

そ
の
他
緊
急
通
報
先
（
警
察
１
１
０
番
や

家
族
の
勤
務
先
等
）

③�

名
前
・
住
所
（
番
地
と
目
標
物
も
記

入
）
・
電　

話
番
号

④�

通
報
内
容
（
い
つ
・
ど
こ
で
・
だ
れ
が
・

な
に
を
し
た
の
か
）

　

�

子
ど
も
の
発
達
障
が
い
／

　

神
経
発
達
症

　

�

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
（
陸

海
空
）

　

�

訂
正
と
お
詫
び

　

�
11
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

① ② ③ ④
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ご長寿をお慶び申し上げます

　米寿を迎えた皆さま、ご長寿おめでとうございます。
　本年、米寿（88歳）を迎えられる方は昭和７年４月２日から昭和８年４月１日生の方で、
村内に22名おられます。
　10月２日、車谷村長が米寿の方々の家庭を訪問し、当日お会いできた13名の皆さんに村
からの記念品をお届けし、ご長寿をお祝いしました。
　車谷村長から皆さんに「これからも健康にご留意いただきお元気でおすごしください」
とのお祝いの言葉をおかけしました。

（塩野）小松 三夫さん

（和田）中西　和行さん

（中谷）本山　艶子さん

（籠山）霜辻貞治さん照子さんご夫妻

（南日裏）奥田　豊子さん

（沢谷）杉浦　スエコさん
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その他米寿を迎えた皆さま

（洞川）井口　勝代さん
（洞川）扇谷　治子さん
（洞川）三浦　政彦さん
（洞川）吉野　伸さん
（五色）上田　繁さん
（五色）西本　惠美子さん
（九尾）弓場　アイ子さん
（栃尾）上平　夏子さん
（籠山）霜村　茂さん

※令和２年９月１日現在

（川合）森田　倉造さん

（北角）本谷　彰子さん

（洞川）大谷　梅菊さん

（洞川）丸谷　芳夫さん

（川合）牧　悦子さん

（洞川）植林　フミ子さん



村のうごき

９月のごみ収集状況
燃焼 不燃
資源 粗大

令和２年11月１日発行　通巻525号

2020年９月末日現在（　）内は前月との比較

■発行／天川村役場　〒638-0392  奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地
■企画・編集／総務課 広報係（内線123）TEL：0747-63-0321  FAX：0747-63-0329　
■URL：http://www.vill.tenkawa.nara.jp/  ■E-mail：tenkawa@vill.tenkawa.lg.jp

The river of heaven

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。

古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

人口　1,339人（－３） 男　641人（－３） 女　698人（±０） 世帯数　657戸（+１）

36.40トン	　前月比： 56.93％　	前年同月比： 98.19％ 3.10トン	　前月比： 99.04％　	前年同月比：115.67％

4.80トン	　前月比： 70.59％　	前年同月比： 92.13％ 1.44トン	　前月比： 77.84％　	前年同月比： 95.36％

　令和２年９月30日(水)に、第１回天川幼稚園・天川小中学校合同運動会を行いました。今年度は、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、平日の午前中開催となりましたが、「限界突破！！輝け天川
スピリッツ」をスローガンに、園児・児童・生徒達は、新しい生活様式の中で工夫した練習の成果を発揮
しながら頑張りと成長を見せてくれました。保護者の皆さん温かい拍手の応援ありがとうございました。
今回の合同運動会の様子は、天川村自治体放送で放映されますのでご覧下さい。

第１回　天川幼稚園・小中学校 合同運動会


